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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 用 い て 所 望 の 形 状 に 造 形 す る 造 形 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 セ メ ン ト 及 び 骨 材 を 含 む 粉 体 材 料 と 、 水 を 含 む 液 体 材 料 と 、 を 吹 付 け 用 ノ ズ ル 内 で 混 練  
し て 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 得 た 後 、 該 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 気 体 と 共 に 支 持 体 に 吹 付  
け る 乾 式 吹 付 け 工 程 を 含 み 、
　 前 記 骨 材 の 吸 水 率 が 、 ７ ． ５ ％ 以 下 で あ り 、
前 記 粉 体 材 料 に 対 す る 前 記 液 体 材 料 の 質 量 割 合 （ 液 ／ 粉 体 比 ） が 、 １ ０ ． ０ ％ 以 上 ２ ４ ．  
０ ％ 以 下 で あ る 、 造 形 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 の 単 位 体 積 質 量 が 、 １ ． ７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３

以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 造 形 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 造 形 物 の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 で あ っ て 、
　 セ メ ン ト 及 び 骨 材 を 含 む 粉 体 材 料 と 、 水 を 含 む 液 体 材 料 と 、 を 含 み 、
　 前 記 骨 材 の 吸 水 率 が 、 ７ ． ５ ％ 以 下 で あ る 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 硬 化 さ せ て な る 、 造 形 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 単 位 体 積 質 量 が 、 １ ． ７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載  

請求項の数　5　（全9頁）
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の 造 形 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 造 形 物 の 製 造 方 法 、 該 製 造 方 法 に 用 い ら れ る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 、 及 び 、  
造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 硬 化 さ せ て な る 造 形 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 テ ー マ パ ー ク 、 遊 園 地 、 公 園 等 に 設 置 さ れ る 造 形 物 は 、 金 網 、 鉄 筋 、 鉄 骨 等 を  
用 い て 組 み 立 て ら れ た 支 持 体 を 包 む よ う に し て モ ル タ ル 組 成 物 を 塗 布 し た 後 、 該 モ ル タ ル  
組 成 物 を 所 望 の 形 状 に 造 形 し て 製 造 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 比 較 的 大 き な 造 形 物 を 製 造 す る 際 に は 、 湿 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て 、 モ ル タ ル 組 成  
物 を 支 持 体 に 吹 付 け て い る 。 湿 式 吹 付 け 工 法 と は 、 セ メ ン ト を 含 む 粉 体 材 料 と 水 を 含 む 液  
体 材 料 と を 予 め 混 練 し た モ ル タ ル 組 成 物 を ポ ン プ 搬 送 し 、 吹 付 け 用 ノ ズ ル の 先 端 で 気 体 と  
共 に 対 象 物 に 吹 付 け る 工 法 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ５ ５ ３ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 湿 式 吹 付 け 工 法 は 、 ポ ン プ 圧 送 す る た め に 流 動 性 の 高 い 材 料 を 使 用 し て  
い る た め 、 吹 付 け 厚 さ を 厚 く す る こ と が 難 し く 、 ま た 、 粉 体 材 料 と 液 体 材 料 と を 予 め 混 練  
し た モ ル タ ル 組 成 物 を ホ ー ス で 圧 送 す る た め 、 長 距 離 圧 送 が で き な い こ と に 加 え て 、 ホ ー  
ス 内 の 洗 浄 が 必 要 で あ る と い う 問 題 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 湿 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て 造 形 物 を 製 造 す る 場 合 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で 時  
間 を 要 し 、 か つ 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な  
る ま で の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す る こ と が 可 能 な 造 形 物 の  
製 造 方 法 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 、 及 び 、 造 形 物 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 用 い て 所 望 の 形 状 に 造 形 す  
る 造 形 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 セ メ ン ト 及 び 骨 材 を 含 む 粉 体 材 料 と 、 水 を 含 む 液 体 材 料 と  
、 を 吹 付 け 用 ノ ズ ル 内 で 混 練 し て 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 得 た 後 、 該 造 形 用 モ ル タ ル 組 成  
物 を 気 体 と 共 に 支 持 体 に 吹 付 け る 乾 式 吹 付 け 工 程 を 含 み 、 前 記 骨 材 の 吸 水 率 が 、 ７ ． ５ ％  
以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 乾 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 支 持 体 に  
吹 付 け て い て 、 さ ら に 、 粉 体 材 料 に 含 ま れ る 骨 材 の 吸 水 率 が ７ ． ５ ％ 以 下 で あ る こ と に よ  
り 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 乾 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て い る た め 、 吹 付 け 厚 さ を 厚 く  
す る こ と が で き 、 さ ら に 、 長 距 離 圧 送 が 可 能 で あ る こ と に 加 え て 、 ホ ー ス 内 の 洗 浄 も 不 要  
で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 前 記 粉 体 材 料 に 対 す る 前 記 液 体 材 料 の 質 量 割 合 （ 液  
／ 粉 体 比 ） が 、 １ ０ ． ０ ％ 以 上 ２ ４ ． ０ ％ 以 下 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 斯 か る 構 成 に よ り 、 前 記 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を よ り  
短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 前 記 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 の 単 位 体 積 質 量 が 、 １ ．  
７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 斯 か る 構 成 に よ り 、 前 記 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を よ り  
短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 は 、 上 述 の 造 形 物 の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る 造 形 用 モ  
ル タ ル 組 成 物 で あ っ て 、 セ メ ン ト 及 び 骨 材 を 含 む 粉 体 材 料 と 、 水 を 含 む 液 体 材 料 と 、 を 含  
み 、 前 記 骨 材 の 吸 水 率 が 、 ７ ． ５ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 は 、 粉 体 材 料 に 含 ま れ る 骨 材 の 吸 水 率 が ７ ． ５ ％ 以 下 で あ る  
こ と に よ り 、 乾 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て 造 形 物 を 造 形 す る 際 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で  
の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 造 形 物 は 、 上 述 の 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 硬 化 さ せ て な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 造 形 物 は 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を  
長 時 間 維 持 し て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 造 形 物 は 、 単 位 体 積 質 量 が 、 １ ． ７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下  
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 造 形 物 は 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を よ り 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬  
さ を よ り 長 時 間 維 持 し て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ  
を 長 時 間 維 持 す る こ と が 可 能 な 造 形 物 の 製 造 方 法 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 、 及 び 、 造 形 物  
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 、 及 び 、 造 形 物 に つ  
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ＜ 造 形 物 の 製 造 方 法 ＞
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 セ メ ン ト 及 び 骨 材 を 含 む 粉 体 材 料 と 、 水 を 含 む  
液 体 材 料 と 、 を 吹 付 け 用 ノ ズ ル 内 で 混 練 し て 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 得 た 後 、 該 造 形 用 モ  
ル タ ル 組 成 物 を 気 体 と 共 に 支 持 体 に 吹 付 け る 乾 式 吹 付 け 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 乾 式 吹 付 け 工 程 は 、 乾 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 支 持 体 に 吹  
付 け る 工 程 で あ る 。 具 体 的 に は 、 粉 体 材 料 を コ ン プ レ ッ サ ー （ 空 気 圧 縮 機 ） や 空 気 送 風 機  
で 製 造 さ れ た 気 体 と 共 に ホ ー ス で 圧 送 し て 吹 付 け 用 ノ ズ ル へ 供 給 し 、 該 吹 付 け 用 ノ ズ ル 内  
で 液 体 材 料 と 混 練 し て 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 得 た 後 、 こ の 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 気 体  
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と 共 に 高 圧 力 で 支 持 体 に 吹 付 け る 。 こ こ で 、 混 練 と は 、 気 流 中 で 粉 体 材 料 と 液 体 材 料 と を  
充 分 に 接 触 さ せ て 練 り 混 ぜ る こ と を い う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 粉 体 材 料 に 含 ま れ る セ メ ン ト と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 市 場 で 入 手 で き  
る 種 々 の セ メ ン ト を 用 い る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 早 強  
ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 等 の 各 種 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 高 炉 セ メ ン ト 、 シ リ カ セ メ ン ト 、  
フ ラ イ ア ッ シ ュ セ メ ン ト 等 の 各 種 混 合 セ メ ン ト 、 ア ル ミ ナ セ メ ン ト 、 及 び 、 超 速 硬 セ メ ン  
ト （ 例 え ば 、 カ ル シ ウ ム ア ル ミ ネ ー ト 系 、 カ ル シ ウ ム サ ル フ ォ ア ル ミ ネ ー ト 系 、 カ ル シ ウ  
ム フ ル オ ロ ア ル ミ ネ ー ト 系 等 ） か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 一 つ を 用 い て も よ く 、 ２ 種 以 上  
を 混 合 し て 用 い て も よ い 。 セ メ ン ト の 配 合 量 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例  
え ば 、 ６ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 以 上 １ ２ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 粉 体 材 料 に 含 ま れ る 骨 材 は 、 吸 水 率 が ７ ． ５ ％ 以 下 で あ る 。 骨 材 と し て は 、 例 え ば 、 山  
砂 、 川 砂 、 陸 砂 、 及 び 、 海 砂 等 の 天 然 砂 ； 砂 岩 、 石 灰 岩 等 を 人 工 的 に 破 砕 し て 形 成 さ れ た  
砕 砂 （ よ り 詳 し く は 、 石 灰 砕 砂 等 ） ； 膨 張 性 頁 岩 等 を 粉 砕 ・ 造 粒 ・ 焼 成 し た も の や 真 珠 岩  
等 を 破 砕 ・ 加 熱 発 泡 さ せ た 軽 量 骨 材 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 骨 材 を 単 独 で 用 い る か 、 ２  
種 以 上 を 混 合 し て 用 い る こ と に よ り 、 骨 材 の 吸 水 率 を ７ ． ５ ％ 以 下 に 調 整 す る こ と が で き  
る 。 骨 材 の 吸 水 率 は 、 ０ ． ２ ％ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ６ ． ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好  
ま し い 。 骨 材 の 配 合 量 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ４ ７ ５ ｋ ｇ ／ ｍ
３ 以 上 １ ３ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 粉 体 材 料 は 、 セ メ ン ト 及 び 骨 材 以 外 の そ の 他 の 材 料 を 含 ん で い て も よ い 。 セ メ ン ト 以 外  
の そ の 他 の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 繊 維 材 （ ガ ラ ス 繊 維 、 鋼 繊 維 、 ビ ニ ロ ン 繊 維 、 ア ラ ミ  
ド 繊 維 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 繊 維 、 炭 素 繊 維 等 ） 、 混 和 材 （ 高 炉 ス ラ グ 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ 、 シ  
リ カ フ ュ ー ム 、 膨 張 材 等 ） 、 混 和 剤 （ 減 水 剤 、 増 粘 剤 、 消 泡 剤 等 ） 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 粉 体 材 料 の 吹 付 け 用 ノ ズ ル 内 へ の 供 給 量 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ２  
ｋ ｇ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｉ ｎ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 液 体 材 料 に 含 ま れ る 水 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 一 般 的 な 上 水 道 水 を 用  
い る こ と が で き る 。 ま た 、 液 体 材 料 は 、 水 以 外 の そ の 他 の 材 料 を 含 む も の で あ っ て も よ い  
。 水 以 外 の そ の 他 の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 モ ル タ ル を 混 練 す る 際 に 使 用 す る 減 水 剤 等 の  
混 和 剤 、 ポ リ マ ー デ ィ ス パ ー ジ ョ ン 液 、 収 縮 低 減 剤 、 凝 結 調 整 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 液 体 材  
料 の 配 合 量 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ２ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 以 上 ４ ０  
０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 液 体 材 料 の 吹 付 け 用 ノ ズ ル 内 へ の 供 給 量 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ０  
． ２ ｋ ｇ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 １ ２ ． ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｉ ｎ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 粉 体 材 料 と 液 体 材 料 と を 混 練 し て 得 ら れ た 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 は 、 気 体 と 共 に 支 持 体  
に 吹 付 け る 。 吹 付 け る 気 体 の 圧 力 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ５ ｋ Ｐ ａ 以  
上 ６ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 粉 体 材 料 に 対 す る 液 体 材 料 の 質 量 割 合 （ 液 ／ 粉 体 比 ） は 、 １ ０ ． ０ ％ 以 上 ２ ４ ． ０ ％ 以  
下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ２ ． ０ ％ 以 上 １ ６ ． ０ ％ 以 下 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 の 単 位 体 積 質 量 は 、 １ ． ７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下  
で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ． ７ ５ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ２ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下 で あ る こ と が よ り 好  
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 乾 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成  
物 を 支 持 体 に 吹 付 け て い て 、 さ ら に 、 粉 体 材 料 に 含 ま れ る 骨 材 の 吸 水 率 が ７ ． ５ ％ 以 下 で  
あ る こ と に よ り 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を  
長 時 間 維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 乾 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て  
い る た め 、 吹 付 け 厚 さ を 厚 く す る こ と が で き 、 さ ら に 、 長 距 離 圧 送 が 可 能 で あ る こ と に 加  
え て 、 ホ ー ス 内 の 洗 浄 も 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 粉 体 材 料 に 対 す る 液 体 材 料 の 質 量 割 合 （ 液 ／ 粉  
体 比 ） が 、 １ ０ ． ０ ％ 以 上 ２ ４ ． ０ ％ 以 下 で あ る こ と に よ り 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で  
の 時 間 を よ り 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を よ り 長 時 間 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 は 、 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 の 単 位 体 積 質 量 が 、 １ ．  
７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下 で あ る こ と に よ り 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の  
時 間 を よ り 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を よ り 長 時 間 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ＜ 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 ＞
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 に 用 い  
ら れ る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 で あ っ て 、 セ メ ン ト 及 び 骨 材 を 含 む 粉 体 材 料 と 、 水 を 含 む 液  
体 材 料 と 、 を 含 み 、 骨 材 の 吸 水 率 が 、 ７ ． ５ ％ 以 下 で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る  
造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 の 製 造 方 法 で 記 載 す る 粉 体 材 料 及 び 液  
体 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 は 、 粉 体 材 料 に 含 ま れ る 骨 材 の 吸 水 率 が ７ ． ５  
％ 以 下 で あ る こ と に よ り 、 乾 式 吹 付 け 工 法 を 用 い て 造 形 物 を 造 形 す る 際 に 、 造 形 可 能 な 硬  
さ に な る ま で の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ＜ 造 形 物 ＞
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 硬 化 さ せ て な る  
。 前 記 造 形 物 は 、 単 位 体 積 質 量 が １ ． ７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下 で あ る こ と  
が 好 ま し く 、 １ ． ７ ５ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ２ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 下 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 を 硬 化 さ せ て な る  
こ と に よ り 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時  
間 維 持 し て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 造 形 物 は 、 単 位 体 積 質 量 が １ ． ７ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以 上 ２ ． ４ ０ ｔ ／ ｍ ３ 以  
下 で あ る こ と に よ り 、 造 形 可 能 な 硬 さ に な る ま で の 時 間 を よ り 短 く す る と 共 に 、 造 形 可 能  
な 硬 さ を よ り 長 時 間 維 持 し て 製 造 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の  
で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 造 形 用 モ ル タ ル 組 成 物 ）
　 ま ず 、 以 下 の 骨 材 Ａ 及 び Ｂ を 表 １ に 示 す 配 合 で 混 合 し 、 骨 材 １ ～ ５ を 作 製 し た 。 各 骨 材  
の 吸 水 率 を 表 １ に 示 す 。
　 骨 材 Ａ ： 高 知 県 産 石 英 砂 、 密 度 ２ ． ５ １ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 、 吸 水 率 ０ ． ２ ％
　 骨 材 Ｂ ： メ サ ラ イ ト （ 日 本 メ サ ラ イ ト 工 業 社 製 ） 、 密 度 １ ． ０ ８ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 、 吸 水 率 １  
０ ． ０ ％
【 ０ ０ ４ ４ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 セ メ ン ト （ 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 住 友 大 阪 セ メ ン ト 社 製 、 密 度 ３ ． １ ５ ｇ  
／ ｃ ｍ ３ ） 、 及 び 、 上 述 の 骨 材 を 混 合 し て 、 各 粉 体 材 料 を 得 た 。 ま た 、 液 体 材 料 と し て は  
、 水 （ 上 水 道 水 、 密 度 １ ． ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ３ ） を 用 い た 。 各 成 分 の 配 合 比 、 及 び 、 液 ／ 粉 体  
比 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 表 ２ に 示 す 施 工 方 法 に 従 っ て 粉 体 材 料 と 液 体 材 料 と を 混 練 す る こ と に よ り 、 各 実 施 例 及  
び 比 較 例 の モ ル タ ル 組 成 物 を 得 た 。 モ ル タ ル 組 成 物 の 単 位 体 積 質 量 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 造 形 可 能 時 間 の 測 定 ）
　 表 ２ に 示 す 施 工 方 法 に て 、 容 器 内 に 各 モ ル タ ル 組 成 物 の 吹 付 け を 行 っ た 。 そ し て 、 Ｊ Ｉ  
Ｓ   Ａ   １ １ ４ ７ － ２ ０ １ ９   コ ン ク リ ー ト の 凝 結 時 間 試 験 方 法 に 準 拠 し て 、 貫 入 抵 抗 試 験  
を 行 っ た 。 な お 、 容 器 は 、 内 径 が １ ５ ０ ｍ ｍ 、 内 高 １ ５ ０ ｍ ｍ の 金 属 製 の 円 筒 形 の も の を  
使 用 し 、 貫 入 針 は １ ０ ０ ｍ ｍ ２ 、 ５ ０ ｍ ｍ ２ 、 ２ ５ ｍ ｍ ２ 及 び １ ２ ． ５ ｍ ｍ ２ の 断 面 積 の も  
の を 適 宜 使 用 し た 。 造 形 可 能 な 硬 さ の と き の 貫 入 抵 抗 値 を ２ ～ ８ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ と し て 、 造 形  
の 開 始 時 間 （ ２ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ と な る 時 間 ） 及 び 終 了 時 間 （ ８ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ と な る 時 間 ） 、 並 び  
に 、 こ れ ら の 時 間 か ら 算 出 さ れ る 造 形 可 能 な 総 時 間 を 表 ３ に 示 す 。 造 形 の 開 始 時 間 は 、 ２  
時 間 未 満 を 「 ○ 」 、 ２ 時 間 以 上 を 「 × 」 と 判 定 し た 。 ま た 、 造 形 可 能 な 総 時 間 は 、 ３ 時 間  
以 上 を 「 ○ 」 、 ３ 時 間 未 満 を 「 × 」 と 判 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ５ ０ 】
　 表 ３ の 結 果 か ら 分 か る よ う に 、 本 発 明 の 構 成 要 件 を す べ て 満 た す 各 実 施 例 の モ ル タ ル 組  
成 物 で は 、 吹 付 け 直 後 か ら 造 形 可 能 な 硬 さ で あ る と 共 に 、 造 形 可 能 な 硬 さ を ３ 時 間 以 上 維  
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 骨 材 の 吸 水 率 が ７ ． ５ ％ を 超 え る 比 較 例 １ の モ ル タ ル 組 成 物 で は 、 吹 付 け 直 後 の  
貫 入 抵 抗 値 が ８ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ を 超 え て い て 、 造 形 を 行 う こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 湿 式 吹 付 け 工 法 を 用 い た 比 較 例 ２ 及 び ３ の モ ル タ ル 組 成 物 で は 、 造 形 可 能 な 硬 さ  
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に な る ま で 時 間 を 要 し 、 か つ 、 造 形 可 能 な 硬 さ を 長 時 間 維 持 す る こ と が で き な か っ た 。
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